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株式会社ダイナミックマーケティング社＋７

住 所: 〒531-0062 大阪市北区長柄中２－５－４４
ＴＥＬ: ０６－６３５３－６６６６ ＦＡＸ: ０６－６３５６－１６６３
E-mail: DM@dynamic-m.co.jp ＵＲＬ: http://www.dynamic-m.co.jp/

協賛：ＮＰＯ法人 情報街交流 リザイ会貴社の中で興味のある方にもお渡し下されば幸いです

ＳＣ飽和期・成熟期は、一定のパイを互いのＳＣが奪い合う「ゼロサム現象」（一方の売上増が、一方の売上減）が起こります。そこでＳＣのリニューアルにおいては、マーケットの掘り起こしがリニューアルを成功
させるために必要となります。１つの固有マーケット（自ＳＣと競争ＳＣの共有商圏）の中には、自ＳＣと競争ＳＣとのＭＤｉｎｇやテナントミックスの力関係によって自ＳＣに「来ている客と来ていない客」が存在し、
マーケット内の生活者は自らの持つニーズの趣好に基づき各ＳＣを選んでいます。リニューアルを実施するにあたり、自らのＳＣに来ている客と来ていない客を属性、原因、買物行動により分析して、競争相手に勝てる
分野を明確にし、その勝てる分野をＭＤｉｎｇ＆テナントミックスに反映させることが必要です。勝ちパターンのＳＣづくりにおいては、１つの固有マーケットの中で勝てる分野をどれだけ持つことができるのかという
総合一番、棲み分けニ番・三番、特定分野で一番の選択を行うことが必要です。ＳＣの商圏の購買力に占めるシェアは4.4～10.8％、基準値で8.6％で数値的には来ていない客あるいは少頻度でしか来ていない客が大半で
す。ＳＣの飽和期においては、限られた商圏の中でマーケットを深耕することが必要となります。本セミナーは、１つの固有マーケットの中でいかにして勝てる分野を見極め、自らのＭＤｉｎｇ＆テナントミックスとし
てマーケットを掘り起こすかの手法を実践理論とリニューアルの事例をテーマに行います。何卒、多数の皆様のご参加をお待ちしております。

日 時 2 0 1 8年 1 0月 2 3日(火) 1 3時 0 0分～ 1 7時 0 0分 会 場 大阪リバーサイドホテル

お問い合わせは
南 ( み な み ) ま で
お 願 い し ま すセミナーのご案内第152回

ダイナミック流通・ＳＣ戦略セミナー

大 阪 開 催

お申し込みは今すぐＦＡＸで!!
ＦＡＸ ０６－６３５６－１６６３

（ そ の ま ま Ｆ Ａ Ｘ し て 下 さ い ）

マーケットの掘り起こし手法とＳＣリニューアル

(ＤＭセミナー 152 ）参加申込書

【企業・団体】

【 住 所 】 〒

T E L 【 - - 】 F A X 【 - - 】

受

講

者

受 講 者 名 部 署 ・ 役 職 名 備 考 欄

受

講

料

＜受 講 料＞ お一人様当たり 10,000円(消費税含む） 喫茶・資料代含む

＜ 申 込 方 法 ＞ 上記 所定欄に必要事項をご記入の上、ＦＡＸにて送信下さい。
(ＦＡＸにて受付確認の通知を致します) また、弊社ホームページ
からもお申込み頂けます。（専用フォームがございます）

＜お支払方法＞ お申込後 請求書と会場案内図を郵送致しますので、セミナー前日
までにお振込をお願い致します。

※貴社の締め日にてお支払いをご希望の方は 南 (みなみ)までご連絡下さい。
※銀行が発行する振込受取書をもって当社の領収書にかえさせて頂きます。別途領収書が御入り用の方はお申し付け下さい。

講
演
会
場

大阪リバーサイドホテル
大阪市都島区中野町5-12-30
TEL：06-6928-3251
ＪＲ環状線桜ノ宮駅西出口徒歩２分

お申し込み担当者
部署及び氏名

氏名：

部署：

連絡先ＴＥＬ：

来ていない客・来ている客分析に基づく

マーケットの掘り起こし手法とＳＣリニューアル
－ １つの固有マーケットの中でどの分野を掘り起こすのかの見極め手法とリニューアルの事例研究 －

第

一

単

元

テ ー マ マーケットの中で勝てる分野の可能化・掘り起こしとリニューアルへの実践適用手法

時 間 １ ３ ： ０ ０ ～ １ ５ ： ０ ０ ( １ ２ ０ 分 )

講 師
む ぐ るま

六 車 秀 之 (株式会社ダイナミックマーケティング社 代表・シニアコンサルタント・六車流研所長)

内 容

１．成果を出すためのＳＣリニューアル手法のメカニズム解明
（１）ＳＣリニューアルを成果の面から見たタイプともう１つあって欲しいＳＣづくり
（２）成果の高い“ポジショニングの変更型リニューアル”のポイントと課題解決
（３）ポジショニングのポジティブ変更とネガティブ変更の内容と手法
２．勝てる分野の可視化によるマーケットの掘り起こし手法
（１）来ている客・来ていない客の客層、出向動機、購買動機及びその理由の可視化手法
（２）マーケットの中でマーケットの掘り起こしに伴う勝てる分野と捨てる分野の選択と集中の手法
３．マーケットの掘り起こしによるＳＣリニューアルのタイプと実践手法
（１）全体１位（ナンバーワン戦略）に対する棲み分け２位・３位（オリジナルワン戦略）及び特定分野１位（オン

リーワン戦略）における勝てる分野のマーケット掘り起こし手法
（２）マーケットの掘り起こしによるリニューアル手法とＭＤｉｎｇ＆テナントミックスへの波及手法

休 憩 〔 コ ー ヒ ー タ イ ム 〕 １ ５ ：００～１５：２０（２０分）

第

二

単

元

テ ー マ マーケットの掘り起こし手法によるリニューアルの実践事例

時 間 １ ５ ： ２ ０ ～ １ ７ ： ０ ０ ( １ ０ ０ 分 )

講 師 中 西 邦 夫 (株式会社ダイナミックマーケティング社 副社長・シニアコンサルタント)

内 容

１．地域密着型（単館型）ＳＣの現在地とリニューアル事情
（１）ＣＳＣ、ＮＳＣの売上減少に歯止め
（２）ＣＳＣ、ＮＳＣのリニューアル事情

２．地域密着型（単館型）ＳＣのマーケットの掘り起こしとソフトリニューアル
（１）実践的マーケットの掘り起こし手法
（２）ソフトリニューアルの実践手法

３．地域密着型（単館型）ＳＣのリニューアル事例
（１）加古川ニッケパークタウンに見る脱ＣＳＣ事例
（２）鹿島ＳＣエブリアに見るイオンモールとの棲み分け型リニューアル事例

本案内は弊社が開催するセミナーにご参加頂いた方、
また弊社社員が名刺交換させて頂いた皆様にお送り
しております。ご不要の方は、お手数ですが弊社まで
ご連絡下さい。
TEL： 06-6353-6666 E-mail: DM@dynamic-m.co.jp
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貴社の中で興味のある方にもお渡し下されば幸いです

マーケットの掘り起こしメカニズム 成立基礎マーケットとＳＣの業態別シェア

来ている客・来ていない客のメカニズムとマーケットの掘り起こし

来ていない客のマーケットの掘り起こし

元々、来ていない客 何らかの理由で脱落した客

客 層 理 由 購入先

どのような客が来

館していないのか

どのような理由で

来館していないの

か

来館していない客

は、どこのＳＣを利

用しているのか、

その理由は何か

来ている客のマーケットの掘り起こし

客 層 理 由

どのような客が来

館しているのか

どのような出向動

機や購買動機で来

館しているのか

４つのマーケット深耕の方策

固 定 客 （ 来 て い る

客）のさらなる頻度

向上策

離反客（ドロップアウ

ト客）の防止策

過去の離反客の再来

館（カムバック客）

の方策

未来館者（来館した

ことがない客）への

来館アプローチ策

当該ＳＣの存在

を知らなかった

から

当該ＳＣよりも

競争ＳＣのほう

が魅力があるか

ら

当該ＳＣを立地

（距離や場所）

的に利用する必

然性が低いから

来
て
い
る
客

多頻度来館客

中頻度来館客

少頻度来館客

固定客

流動客

来館客の増減管理

マーケットシェア 成立基礎マーケット

下位値 中位値 上位値 最低値 適正値 最高値

ＲＳＣ

4.4％ 6.8％ 8.6％ 40万人（18万世帯） 60万人（27万世帯） 80万人（36万世帯）

ＣＳＣ

6.8％ 8.6％ 10.9％ 15万人（７万世帯） 20万人（９万世帯） 30万人（14万世帯）

ＮＳＣ

8.6％ 10.9％ 14.5％ ３万人（1.4万世帯） ５万人（2.3万世帯） 10万人（4.5万世帯）

ＣＶＣ

8.6％ 10.9％ 14.5％ 0.8万人（0.4万世帯）1.0万人（0.5万世帯）1.5万人（0.7万世帯）

シェア
モデル

深耕シェア 基準シェア 商圏差異化シェア
商圏深耕
シェア③

商圏深耕
シェア④

商圏基準
シェア①

商圏基準
シェア②

商圏基準
シェア③

商圏基準
シェア④

商圏存在
シェア

商圏差異化
シェア①

商圏差異化
シェア②

商圏差異化
シェア③

シェア(％) 26.1 19.5 14.5 10.9 8.6 6.8 4.4 2.8 1.7 1.0

Ｒ Ｓ Ｃ

Ｃ Ｓ Ｃ

Ｎ Ｓ Ｃ

Ｃ Ｖ Ｃ

商圏内需要 マーケットシェアからの販売可能額

商圏規模 店舗向支出 商圏内購買力 4.4％ 6.8％ 8.6％

成立基礎
マーケット

最低値 18万世帯 160万円 2,880億円 127億円 193億円 248億円

適正値 27万世帯 160万円 4,320億円 190億円 294億円 372億円

最高値 36万世帯 160万円 5,760億円 253億円 391億円 495億円

商圏内需要 マーケットシェアからの販売可能額

商圏規模 店舗向支出 商圏内購買力 6.8％ 8.6％ 10.9％

成立基礎
マーケット

最低値 ７万世帯 160万円 1,120億円 76億円 96億円 122億円

適正値 ９万世帯 160万円 1,440億円 98億円 124億円 157億円

最高値 14万世帯 160万円 2,240億円 152億円 193億円 244億円

商圏内需要 マーケットシェアからの販売可能額

商圏規模 店舗向支出 商圏内購買力 8.6％ 10.9％ 14.5％

成立基礎
マーケット

最低値 1.4万世帯 160万円 224億円 19億円 24億円 32億円

適正値 2.3万世帯 160万円 368億円 32億円 40億円 53億円

最高値 4.5万世帯 160万円 720億円 62億円 78億円 104億円

商圏内需要 マーケットシェアからの販売可能額

商圏規模 店舗向支出 商圏内購買力 8.6％ 10.9％ 14.5％

成立基礎
マーケット

最低値 0.4万世帯 160万円 64億円 ６億円 ７億円 ９億円

適正値 0.5万世帯 160万円 80億円 ７億円 ９億円 12億円

最高値 0.7万世帯 160万円 112億円 10億円 12億円 16億円

（ＣＶＣは取り扱い商品が限定のためＮＳＣと同じシェアモデル）

＜ＳＣ業態別ＳＣのシェアモデルとＳＣの販売体制モデル＞

＜マーケットシェアモデル＞
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